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中
国
隴
東
地
区
早
期
仏
教
造
像
の
特
質
と
来
源
石
松
日
奈
子
一
、
は
じ
め
に
隴
東
︵
隴
山
の
東
︶
地
区
は
甘
粛
省
東
部
の
黄
土
高
原
に
位
置
し
、
か
つ
て
は
中
央
ア
ジ
ア
か
ら
河
西
廻
廊
、
さ
ら
に
秦
州
路
を
経
て
長
安
︵
西
安
︶
へ
通
じ
る
仏
教
伝
来
の
ル
ー
ト
に
隣
接
し
て
い
た
。
ま
た
、
北
魏
時
代
に
な
る
と
秦
州
路
の
要
衝
で
あ
っ
た
上
封
︵
上
邽
。
現
在
の
天
水
︶
か
ら
東
北
へ
折
れ
て
平
涼
、
安
定
、
鄜
城
を
通
り
、
オ
ル
ド
ス
砂
漠
南
縁
を
さ
ら
に
東
北
行
し
て
帝
都
平
城
へ
通
じ
る
北
辺
交
通
路
が
発
達
し
た
。
五
世
紀
前
半
に
北
魏
第
三
代
太
武
帝
が
匈
奴
国
家
大
夏
の
赫
連
昌
や
赫
連
定
を
攻
略
し
た
際
も
、
こ
の
道
を
使
っ
て
お
り
、
ま
た
、
平
城
へ
朝
貢
す
る
西
域
諸
国
の
主
要
交
通
路
と
し
て
も
利
用
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
隴
東
地
区
︵
図
１
︶
に
は
五
世
紀
以
降
の
仏
教
石
窟
や
造
像
が
数
多
く
残
っ
て
お
り
、
近
年
新
し
い
調
査
報
告
や
写
真
が
公
開
さ
れ
る
よ
う
に
1
な
っ
た
。
二
〇
〇
五
年
六
月
に
は
隴
東
地
区
の
甘
粛
省
合
水
県
︵
現
在
は
合
水
市
︶
で
﹁
慶
陽
石
造
像
与
古
石
刻
芸
術
鑑
賞
研
討
会
﹂
が
開
催
さ
れ
、
中
国
と
日
本
の
研
究
者
に
よ
る
活
発
な
討
論
が
行
わ
れ
た
。
筆
者
は
こ
の
会
議
に
出
席
し
、﹁
隴
東
地
区
早
期
仏
教
造
像
的
来
源
﹂
と
い
う
題
目
で
口
頭
発
表
を
行
っ
た
。
本
稿
で
は
そ
の
時
の
内
容
を
も
と
に
、
隴
東
地
区
に
残
る
早
期
仏
教
造
像
2の
特
色
と
造
形
表
現
の
来
源
、
さ
ら
に
造
像
背
景
に
つ
い
て
も
考
え
て
み
た
い
。
二
、
早
期
の
涼
州
ス
タ
イ
ル
︱
石
造
菩
薩
交
脚
像
︱
中
国
に
伝
来
し
た
仏
教
は
河
西
廻
廊
、
秦
州
路
を
通
じ
て
隴
東
地
区
に
伝
播
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
早
期
の
隴
東
仏
教
造
像
に
お
い
て
は
、
涼
州
の
造
像
様
式
が
基
礎
と
な
っ
た
可
能
性
が
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。
現
在
隴
東
古
石
刻
芸
術
博
物
館
に
収
蔵
さ
れ
る
石
造
菩
薩
交
脚
像
は
そ
の
例
と
言
え
よ
う
。
本
像
は
も
と
合
水
県
太
莪
老
荘
村
窟
廟
内
に
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
砂
岩
3
製
で
全
高
七
一
・
六
セ
ン
チ
、
像
高
四
〇
・
二
セ
ン
チ
で
あ
る
。
別
石
製
の
台
座
は
後
補
で
あ
る
︵
図
２
・
３
︶。
菩
薩
交
脚
像
と
い
う
図
像
の
起
源
は
言
う
4ま
で
も
な
く
ガ
ン
ダ
ー
ラ
で
あ
り
、
と
く
に
、
中
央
ア
ジ
ア
に
お
い
て
兜
率
天
5
説
法
図
中
の
弥
勒
菩
薩
像
と
し
て
交
脚
坐
が
定
着
し
、
中
国
へ
と
伝
来
し
た
。
− 17 −
本
像
も
お
そ
ら
く
弥
勒
菩
薩
と
し
て
造
像
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
交
脚
坐
は
ガ
ン
ダ
ー
ラ
以
来
右
脚
を
外
に
組
む
の
が
原
則
で
あ
り
、
敦
煌
莫
高
窟
早
期
窟
や
雲
岡
石
窟
な
ど
中
国
早
期
の
交
脚
像
は
例
外
な
く
右
脚
を
外
に
組
ん
で
い
る
。
本
像
も
右
脚
を
外
に
交
脚
坐
し
て
お
り
、
ガ
ン
ダ
ー
ラ
以
来
の
伝
統
を
守
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
胸
飾
り
や
瓔
珞
、
腕
釧
な
ど
の
豪
華
な
装
飾
品
も
、
中
央
ア
6
ジ
ア
や
敦
煌
莫
高
窟
の
弥
勒
菩
薩
像
の
特
徴
で
、
台
座
左
右
に
獅
子
が
蹲
踞
す
る
点
は
敦
煌
莫
高
窟
第
二
七
五
窟
本
尊
像
︵
図
４
︶
と
同
形
式
で
あ
る
。
ま
た
、
光
背
頂
部
の
円
弧
形
の
覆
い
は
寧
夏
や
内
蒙
古
で
発
見
さ
れ
る
金
銅
仏
に
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
表
現
で
、
西
安
市
出
土
の
北
魏
和
平
二
年
︵
四
六
一
︶
銘
像
背
面
の
線
刻
菩
薩
交
脚
像
や
雲
岡
石
窟
中
期
造
像
︵
四
七
〇
～
四
八
〇
年
頃
︶
な
ど
五
世
紀
代
の
作
例
が
多
く
、
龍
門
石
窟
古
陽
洞
の
初
期
︵
五
〇
〇
年
前
後
︶
頃
ま
で
見
ら
れ
る
。
造
形
面
に
お
い
て
は
、
頭
部
と
体
部
の
バ
ラ
ン
ス
が
良
く
、
奥
行
き
の
あ
る
頭
部
、
頬
か
ら
顎
に
か
け
て
の
豊
か
な
量
感
、
肩
か
ら
胸
に
か
け
て
の
張
り
の
あ
る
体
躯
表
現
に
、
質
の
高
い
造
形
力
が
看
取
さ
れ
る
。
と
く
に
頭
髪
に
は
柔
ら
か
い
毛
筋
を
丁
寧
に
刻
み
、
裙
に
は
盛
り
上
が
っ
た
衣
文
線
を
表
す
な
ど
、
敦
煌
莫
高
窟
や
張
掖
金
塔
寺
な
ど
河
西
地
区
早
期
仏
教
石
窟
の
塑
像
を
思
わ
せ
る
表
現
が
認
め
ら
れ
る
。
本
像
同
様
に
塑
像
を
模
し
た
と
思
わ
れ
る
石
彫
の
菩
薩
交
脚
像
の
下
半
身
が
、
河
北
省
易
県
か
ら
発
見
さ
れ
て
い
る
。
易
県
像
で
は
、
裙
の
折
り
返
し
の
7
形
や
台
座
後
方
か
ら
半
身
を
伸
ば
す
獅
子
の
表
現
な
ど
が
敦
煌
莫
高
窟
第
二
七
五
窟
本
尊
に
酷
似
し
て
い
る
。
ま
た
、
背
面
に
鮮
卑
服
の
人
物
を
表
す
説
話
図
が
浮
彫
さ
れ
、
和
平
六
年
︵
四
六
五
︶
銘
の
造
像
記
も
刻
ま
れ
て
い
る
。
本
像
︵
合
水
像
︶
の
背
面
に
は
説
話
図
浮
彫
や
銘
文
は
残
っ
て
い
な
い
が
、
や
は
り
五
世
紀
半
ば
近
く
ま
で
遡
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
本
像
の
製
作
地
に
つ
い
て
は
合
水
の
可
能
性
も
あ
る
が
、
後
述
す
る
合
水
地
区
の
五
世
紀
末
以
降
の
石
窟
造
像
と
比
較
す
る
と
作
風
に
大
き
な
隔
た
り
が
あ
り
、
涼
州
方
面
か
ら
こ
の
地
へ
も
た
ら
さ
れ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
本
像
が
合
水
に
存
在
す
る
事
実
は
、
隴
東
早
期
造
像
に
お
い
て
涼
州
造
像
の
影
響
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
三
、
太
和
十
六
年
銘
太
子
思
惟
像
龕
日
本
の
大
阪
市
立
美
術
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
太
子
思
惟
像
龕
︵
図
５
︶
は
砂
岩
製
で
、
高
さ
三
三
・
七
セ
ン
チ
、
刻
銘
中
に
﹁
陰
密
縣
﹂
の
文
字
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
在
の
甘
粛
省
霊
台
県
近
辺
で
製
作
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
8
る
。
龕
内
中
央
に
袈
裟
を
偏
袒
右
肩
に
ま
と
う
如
来
半
跏
思
惟
像
を
造
り
、
如
来
像
の
右
脚
下
に
は
馬
が
前
脚
を
折
り
曲
げ
て
顔
を
地
面
に
付
け
て
お
り
、
仏
伝
の
﹁
愛
馬
別
離
﹂
の
場
面
を
表
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
出
家
を
決
意
し
て
城
を
出
た
シ
ッ
ダ
太
子
が
愛
馬
カ
ン
タ
カ
と
別
れ
る
際
に
、
愛
馬
が
主
人
の
足
を
舐
め
た
と
い
う
場
面
で
あ
る
。
馬
の
後
方
に
侍
立
す
る
人
物
は
御
者
の
チ
ャ
ン
ダ
カ
で
あ
ろ
う
。﹁
愛
馬
別
離
﹂
の
場
面
で
シ
ッ
ダ
太
子
が
思
惟
す
る
姿
は
ガ
ン
ダ
ー
ラ
以
来
見
ら
れ
る
図
像
で
、
中
国
に
お
い
て
は
雲
岡
第
六
窟
明
窓
の
作
例
を
は
じ
め
と
し
て
半
跏
像
で
表
現
す
る
場
合
が
多
い
。
た
だ
し
、
そ
れ
ら
の
太
子
は
ふ
つ
う
菩
薩
形
で
表
現
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
本
像
は
太
子
を
如
来
形
で
表
し
て
い
る
点
が
甚
だ
珍
し
い
。
し
か
し
、
ガ
ン
ダ
ー
ラ
の
﹁
出
城
の
決
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意
﹂
の
作
例
中
に
は
、
太
子
の
頭
上
に
肉
髻
が
表
さ
れ
る
例
が
あ
り
、
太
子
が
成
道
間
近
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
太
子
の
左
側
︵
向
か
っ
て
右
︶
に
は
僧
形
像
と
跪
坐
像
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
お
そ
ら
く
仏
伝
の
登
場
人
物
で
は
な
く
、
本
像
を
寄
進
し
た
﹁
供
養
者
﹂
で
あ
ろ
う
。
両
像
と
も
合
掌
し
て
太
子
を
礼
拝
し
、
と
く
に
跪
坐
像
は
胡
服
胡
帽
を
ま
と
う
女
性
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
胡
服
供
養
者
像
は
孝
文
帝
の
服
制
改
革
︵
四
八
六
年
と
四
九
四
年
︶
以
前
の
北
魏
造
像
に
常
見
さ
れ
、
鮮
卑
出
身
の
皇
帝
を
頂
点
と
す
る
胡
族
国
家
の
臣
民
と
し
て
、
在
家
信
者
も
ま
た
胡
服
で
表
現
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
服
制
改
革
以
後
、
供
養
者
図
像
は
9
漢
服
着
装
像
へ
と
転
じ
る
の
で
あ
る
が
、
地
方
造
像
で
は
改
革
の
影
響
力
が
さ
ほ
ど
強
く
な
か
っ
た
も
よ
う
で
、
改
革
以
後
も
依
然
と
し
て
胡
服
像
で
表
現
さ
れ
る
例
が
多
い
。
基
台
部
前
面
に
刻
ま
れ
た
発
願
文
は
一
部
判
読
で
き
な
い
部
分
も
あ
る
が
、
以
下
の
よ
う
に
読
め
る
。
﹁
唯
大
代
／
太
和
十
／
六
年
歳
／
次
壬
申
／
正
月
戊
／
午
朔
四
／
日
辛
酉
／
陰
密
縣
／
□
信
弟
／
子
郭
元
／
慶
□
□
／
□
発
願
／
□
□
□
﹂
10
﹁
大
代
﹂
は
北
魏
王
朝
の
前
身
で
あ
っ
た
代
国
の
こ
と
を
指
し
、
北
魏
時
代
の
造
像
銘
に
お
い
て
は
﹁
大
魏
﹂
と
と
も
に
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
表
記
で
あ
る
。
太
和
十
六
年
は
西
暦
四
九
二
年
に
あ
た
り
、
北
魏
第
六
代
孝
文
帝
の
親
政
期
で
あ
る
。﹁
陰
密
縣
﹂
は
当
時
涇
州
平
涼
郡
に
属
し
、
こ
ん
に
ち
の
甘
粛
省
霊
台
県
西
に
あ
た
る
。﹁
□
信
弟
子
郭
元
慶
﹂
は
お
そ
ら
く
清
信
弟
子
、
す
な
わ
ち
在
家
の
仏
教
徒
で
あ
る
郭
元
慶
ら
が
発
願
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
龕
左
端
に
﹁
比
丘
僧
﹂﹁
太
子
思
唯
□
﹂
の
文
字
が
読
め
る
が
、﹁
比
丘
僧
﹂
は
龕
内
の
僧
形
像
を
、﹁
太
子
思
唯
□
﹂
は
如
来
半
跏
思
惟
像
を
指
し
て
い
る
。
思
惟
像
と
い
う
図
像
形
式
は
ガ
ン
ダ
ー
ラ
の
仏
伝
図
中
に
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
多
く
は
菩
薩
形
の
シ
ッ
ダ
太
子
や
魔
王
で
あ
り
、
本
像
の
よ
う
な
如
来
形
の
太
子
思
惟
像
は
希
有
で
あ
る
。
本
像
の
よ
う
に
仏
教
説
話
を
題
材
と
す
る
龕
像
や
塔
像
は
隴
東
周
辺
に
多
く
見
ら
れ
、
渦
紋
の
肉
髻
を
高
く
大
き
く
造
る
如
来
像
の
表
現
は
隴
東
古
石
刻
芸
11
術
博
物
館
の
石
造
如
来
坐
像
︵
合
水
市
店
子
郷
長
崇
寺
出
土
。
高
二
七
セ
ン
チ
︶︵
図
６
︶
に
酷
似
す
る
。
尖
頭
形
の
龕
楣
内
に
坐
仏
を
並
べ
る
例
も
合
水
や
寧
県
に
類
例
が
多
い
こ
と
か
ら
、
銘
文
中
に
記
さ
れ
た
﹁
陰
密
縣
﹂
で
製
作
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
北
魏
時
代
は
国
家
政
策
と
し
て
仏
教
を
振
興
し
た
結
果
、
都
の
平
城
や
洛
陽
ば
か
り
で
な
く
地
方
や
民
間
層
に
も
仏
教
が
普
及
し
て
い
っ
た
。
本
像
は
隴
東
地
区
で
在
家
信
徒
に
よ
る
小
規
模
な
造
像
供
養
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
好
例
と
い
え
る
。
本
像
が
造
ら
れ
た
時
期
、
北
魏
の
都
平
城
で
は
す
で
に
雲
岡
石
窟
造
像
は
中
期
終
盤
に
さ
し
か
か
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
が
、
本
像
の
図
像
や
造
形
に
は
雲
岡
様
式
の
影
響
は
認
め
ら
れ
な
い
。
四
、
合
水
の
石
窟
造
像
︱
保
全
寺
石
窟
と
張
家
溝
門
石
窟
︱
合
水
市
東
北
の
平
定
川
沿
い
に
開
か
れ
た
保
全
寺
石
窟
と
張
家
溝
門
石
窟
に
も
、
五
世
紀
代
に
遡
る
造
像
が
残
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
前
述
し
た
12
菩
薩
交
脚
像
の
洗
練
さ
れ
た
造
形
と
は
異
な
り
、
ま
た
、
太
子
思
惟
像
龕
像
の
よ
う
な
仏
教
説
話
的
な
内
容
に
も
乏
し
く
、
む
し
ろ
素
朴
で
単
純
な
作
ゆ
き
で
− 19−
あ
る
。
⑴
保
全
寺
石
窟
保
全
寺
石
窟
は
全
二
五
龕
で
、
北
魏
～
西
魏
時
代
の
造
像
が
残
っ
て
い
る
︵
図
７
︶。
こ
こ
に
は
転
法
輪
印
の
菩
薩
交
脚
像
や
禅
定
印
の
二
仏
並
坐
像
な
ど
、
北
魏
時
代
に
流
行
し
た
尊
像
が
認
め
ら
れ
る
が
、
仏
像
の
容
貌
や
細
部
の
造
形
に
は
独
特
の
表
現
が
見
出
さ
れ
る
。
現
在
、
隴
東
古
石
刻
芸
術
博
物
館
に
は
保
全
寺
石
窟
か
ら
切
り
取
っ
た
三
件
の
石
彫
が
移
管
さ
れ
て
い
る
。
13
①
偏
袒
右
肩
如
来
坐
像
︵
高
八
二
・
二
セ
ン
チ
︶︵
図
８
︶
本
像
は
体
躯
に
比
べ
て
頭
部
が
大
き
く
、
頭
頂
に
は
大
き
な
肉
髻
が
あ
る
。
着
衣
は
右
肩
か
ら
肘
ま
で
を
袈
裟
で
覆
う
い
わ
ゆ
る
﹁
涼
州
式
偏
袒
右
肩
﹂14
で
、
右
手
は
長
い
五
指
を
伸
ば
し
て
施
無
畏
印
、
左
手
は
一
部
破
損
し
て
い
る
が
、
右
肩
か
ら
下
が
っ
て
く
る
袈
裟
の
端
を
握
っ
て
い
る
。
顔
は
頬
か
ら
顎
に
か
け
て
ふ
っ
く
ら
と
し
た
量
感
が
あ
り
、
口
元
に
は
笑
み
を
浮
か
べ
、
目
や
眉
の
輪
郭
と
眉
間
の
白
毫
を
陰
刻
線
で
表
現
す
る
。
頭
部
が
大
き
い
わ
り
に
は
胴
体
が
極
端
に
短
く
、
膝
は
異
常
に
広
く
つ
く
る
な
ど
、
頭
体
の
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
に
は
無
頓
着
と
い
え
る
。
全
体
的
に
簡
素
な
造
形
で
あ
る
が
、
施
無
畏
印
を
つ
く
る
右
手
の
長
い
指
の
表
現
は
独
特
で
、
作
者
の
執
拗
な
造
形
欲
が
感
じ
ら
れ
る
。
②
通
肩
如
来
坐
像
︵
高
七
六
・
六
セ
ン
チ
︶︵
図
９
︶
袈
裟
を
通
肩
に
ま
と
い
、
両
手
は
衣
の
中
で
お
そ
ら
く
禅
定
印
と
す
る
。
短
め
の
胴
体
や
広
い
膝
部
な
ど
が
①
像
に
共
通
し
、
や
や
前
傾
す
る
姿
勢
は
古
様
を
呈
し
て
い
る
。
彫
り
は
①
像
よ
り
さ
ら
に
簡
略
化
さ
れ
、
肉
髻
は
さ
ら
に
丸
く
大
き
く
、
顔
は
円
み
を
帯
び
、
目
や
鼻
は
小
さ
め
で
中
央
に
寄
っ
た
感
が
あ
る
。
次
に
述
べ
る
③
像
の
顔
立
ち
に
近
い
。
③
第
五
龕
三
尊
像
像
︵
全
高
一
〇
五
セ
ン
チ
、
中
尊
像
高
七
八
セ
ン
チ
︶︵
図
︶
10第
五
龕
は
保
全
寺
石
窟
の
や
や
南
寄
り
、
第
四
龕
上
方
の
中
型
龕
で
あ
る
。
中
尊
は
通
肩
衣
の
如
来
倚
坐
像
で
、
両
手
を
胸
前
の
高
い
位
置
で
重
ね
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
印
相
は
仏
教
造
像
で
は
珍
し
い
が
、
陝
北
の
道
仏
混
淆
像
の
中
に
同
様
の
例
が
あ
り
、
お
そ
ら
く
転
法
輪
印
を
表
し
て
い
る
つ
も
り
か
と
思
わ
れ
る
。
倚
坐
の
如
来
で
転
法
輪
印
と
い
う
図
像
は
弥
勒
の
可
能
性
も
あ
る
。
左
右
の
脇
侍
菩
薩
像
も
頭
部
が
大
き
く
寸
胴
な
体
型
で
、
両
像
と
も
合
掌
す
る
。
中
尊
の
手
指
の
彫
り
は
丁
寧
で
、
と
く
に
右
手
の
細
く
長
い
指
が
美
し
い
。
袈
裟
の
表
面
に
も
細
い
平
行
線
を
び
っ
し
り
刻
ん
で
衣
文
を
表
現
し
、
両
腕
に
か
か
る
縁
の
部
分
に
は
波
状
の
文
様
を
刻
む
。
こ
の
よ
う
な
特
徴
は
合
水
の
南
の
甘
粛
省
寧
県
か
ら
出
土
し
た
石
彫
像
中
に
も
見
ら
れ
、
陝
西
方
面
か
ら
15
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
。
上
記
三
件
の
う
ち
、
年
代
的
に
は
①
像
が
や
や
早
く
五
世
紀
後
半
、
②
像
と
③
像
は
五
世
紀
末
か
ら
六
世
紀
初
め
頃
と
思
わ
れ
る
。
と
く
に
③
像
の
細
線
を
多
用
す
る
衣
文
表
現
は
、
陝
西
の
石
彫
造
像
か
ら
の
影
響
に
よ
る
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
⑵
張
家
溝
門
石
窟
張
家
溝
門
石
窟
は
全
八
龕
の
小
規
模
な
石
窟
で
あ
る
。
北
側
に
並
ぶ
四
つ
の
列
龕
は
す
べ
て
偏
袒
右
肩
・
禅
定
印
の
如
来
坐
像
と
合
掌
す
る
脇
侍
菩
薩
像
を
− 20−
造
る
︵
図
︶。
如
来
像
は
丸
味
の
あ
る
肉
髻
で
、
膝
が
左
右
に
大
き
く
張
り
11
出
し
、
安
定
感
の
あ
る
造
形
で
あ
る
。
袈
裟
の
衣
文
は
浅
い
陰
刻
線
を
平
行
に
並
べ
、
禅
定
印
を
結
ぶ
手
の
指
を
長
く
表
現
す
る
点
な
ど
、
保
全
寺
石
窟
の
石
彫
技
法
に
通
じ
る
。
第
一
龕
如
来
坐
像
の
膝
正
面
中
央
に
獣
面
の
よ
う
な
も
の
が
彫
り
出
さ
れ
て
い
る
の
は
極
め
て
珍
し
く
、
墓
葬
の
魔
よ
け
の
図
像
が
混
入
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
の
第
二
龕
と
第
三
龕
の
間
に
題
記
︵
図
︶
が
刻
ま
れ
て
い
た
12
が
、
現
在
は
題
記
部
分
だ
け
切
り
取
ら
れ
て
隴
東
古
石
刻
芸
術
博
物
館
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。
題
記
の
内
容
は
以
下
の
よ
う
に
読
ま
れ
て
い
る
。
﹁
太
和
十
五
年
太
歳
在
未
癸
巳
朔
三
月
十
五
日
／
佛
弟
程
弘
慶
供
養
佛
時
□
石
坎
像
一
駈
﹂
仏
弟
子
︵
銘
文
中
で
は
﹁
子
﹂
字
は
な
い
︶
の
程
弘
慶
が
北
魏
の
太
和
一
五
年
︵
四
九
一
︶
に
供
養
し
た
石
坎
︵
龕
︶
像
で
あ
る
。
文
字
は
か
な
り
ク
セ
の
強
い
字
形
で
、﹁
石
龕
像
﹂
を
﹁
石
坎
像
﹂、﹁
一
區
﹂
を
﹁
一
駈
﹂
と
記
す
な
ど
、
通
常
の
漢
字
表
記
で
は
な
い
。
こ
の
ほ
か
北
側
第
一
龕
と
第
二
龕
の
間
に
も
﹁
癸
巳
□
三
月
十
五
日
佛
・
・
・
﹂、
南
側
第
六
龕
側
壁
の
男
女
供
養
者
像
下
に
も
﹁
太
和
廿
・
・
﹂
の
文
字
が
報
告
さ
れ
て
お
り
、
四
九
〇
年
代
に
相
次
い
で
寄
進
さ
れ
た
こ
と
が
16
分
か
る
。
仏
像
の
ス
タ
イ
ル
は
ま
だ
中
国
化
し
て
い
な
い
が
、
台
座
の
獣
面
文
様
や
特
殊
な
漢
字
を
用
い
た
銘
文
な
ど
、
地
方
造
像
の
土
俗
化
が
看
取
で
き
る
。合
水
一
帯
で
は
、
五
世
紀
末
以
降
に
衣
文
線
を
念
入
り
に
刻
む
表
現
や
、
仏
像
ら
し
か
ら
ぬ
面
貌
、
墓
葬
世
界
の
図
像
な
ど
、
雑
多
な
内
容
と
土
俗
的
な
表
現
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
は
仏
教
が
庶
民
階
層
に
拡
大
し
て
い
く
中
で
、
道
教
や
葬
礼
と
い
っ
た
中
国
の
伝
統
思
想
や
民
間
信
仰
と
融
合
し
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
は
長
安
や
陝
西
省
北
部
で
五
～
六
世
紀
に
流
行
し
た
石
彫
造
像
様
式
に
類
似
し
て
お
り
、
前
述
し
た
菩
薩
交
脚
像
に
顕
17
著
な
涼
州
ス
タ
イ
ル
が
認
め
ら
れ
た
の
と
は
対
照
的
に
、
こ
れ
ら
に
お
い
て
は
陝
北
ス
タ
イ
ル
と
の
関
係
が
う
か
が
わ
れ
る
。
五
、
慶
陽
と
涇
川
の
石
窟
造
像
︱
王
母
宮
石
窟
、
楼
底
村
石
窟
、
北
石
窟
寺
、
南
石
窟
寺
︱
北
魏
時
代
に
は
帝
都
平
城
を
中
心
と
す
る
北
辺
沿
い
の
東
西
交
通
路
が
発
達
し
、
五
世
紀
末
以
降
は
平
城
や
雲
岡
石
窟
な
ど
中
央
造
像
の
影
響
も
隴
東
地
区
に
及
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。
現
在
知
ら
れ
る
の
は
蒲
河
沿
い
の
慶
陽
北
石
窟
寺
と
楼
底
村
石
窟
、
涇
河
︵
涇
川
︶
沿
い
の
王
母
宮
石
窟
と
南
石
窟
寺
で
、
大
規
模
な
構
造
と
豊
富
な
造
像
内
容
を
有
し
、
こ
の
地
の
仏
教
造
像
が
飛
躍
的
に
発
展
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
⑴
涇
川
王
母
宮
石
窟
涇
川
王
母
宮
石
窟
は
甘
粛
省
涇
川
県
西
の
宮
山
の
麓
に
開
か
れ
、
山
西
省
の
18
雲
岡
石
窟
第
六
窟
と
の
類
似
が
著
し
い
こ
と
で
知
ら
れ
る
中
心
柱
窟
で
あ
る
︵
図
︶。
正
面
入
口
部
分
は
後
代
の
補
修
像
に
な
っ
て
い
る
が
、
窟
内
は
高
さ
13
一
一
メ
ー
ト
ル
、
広
さ
一
二
・
六
メ
ー
ト
ル
、
奥
行
き
一
三
メ
ー
ト
ル
で
、
中
− 21 −
央
に
七
メ
ー
ト
ル
四
方
の
中
心
柱
が
あ
る
。
た
だ
し
、
中
心
柱
を
四
面
の
方
柱
に
造
る
雲
岡
に
対
し
て
、
王
母
宮
石
窟
は
上
層
を
八
面
、
下
層
を
四
面
と
い
う
変
則
的
な
構
造
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
と
同
様
の
構
造
は
次
に
述
べ
る
慶
陽
楼
底
村
石
窟
︵
慶
陽
北
一
号
窟
︶
の
中
心
柱
に
も
見
ら
れ
、
隴
東
地
区
中
心
柱
窟
の
特
色
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
八
面
に
仏
龕
を
開
く
塔
柱
形
式
と
し
て
は
甘
粛
で
多
数
発
見
さ
れ
た
北
涼
石
塔
が
あ
り
、
ま
た
、
上
層
を
八
面
、
下
層
を
四
面
と
す
る
石
塔
が
フ
ラ
ン
ス
・
ギ
メ
東
洋
美
術
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
変
則
的
な
中
心
柱
形
式
は
石
塔
か
ら
転
用
さ
れ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。中
心
柱
は
上
下
層
と
も
各
面
各
一
龕
を
開
き
、
下
層
南
面
に
二
仏
並
坐
像
を
造
る
ほ
か
は
み
な
一
坐
仏
を
造
る
。
中
心
柱
の
西
南
と
西
北
の
角
に
は
、
重
層
塔
を
背
に
載
せ
る
象
が
彫
刻
さ
れ
て
お
り
、
雲
岡
第
六
窟
中
心
柱
に
共
通
す
る
。
ま
た
、
下
層
の
小
壁
に
は
仏
伝
図
︵
図
︶
の
浮
彫
が
確
認
で
き
、
こ
う
14
し
た
プ
ラ
ン
も
雲
岡
第
六
窟
に
近
似
す
る
。
さ
ら
に
、
南
壁
や
西
壁
は
上
下
二
層
と
し
、
上
層
に
五
龕
︵
南
壁
︶、
下
層
に
三
龕
を
開
く
。
南
壁
下
層
に
は
パ
ル
メ
ッ
ト
文
様
を
浮
き
彫
り
す
る
八
角
柱
や
中
国
式
着
衣
の
如
来
立
像
も
見
ら
れ
、
雲
岡
中
期
後
半
︵
四
八
三
～
四
九
四
年
頃
︶
の
特
徴
が
顕
著
で
あ
る
。
19
⑵
慶
陽
楼
底
村
石
窟
慶
陽
楼
底
村
石
窟
は
甘
粛
省
西
峰
市
の
西
、
蒲
河
西
岸
の
断
崖
に
入
口
を
開
20
く
中
心
柱
窟
で
あ
る
︵
図
︶。
窟
内
は
幅
四
・
七
メ
ー
ト
ル
、
奥
行
き
六
・
15
七
メ
ー
ト
ル
、
窟
高
四
・
九
メ
ー
ト
ル
の
方
形
で
、
中
心
柱
は
幅
二
・
三
メ
ー
ト
ル
、
奥
行
き
二
・
五
メ
ー
ト
ル
で
、
王
母
宮
石
窟
と
同
様
に
上
層
を
八
面
、
下
層
を
四
面
と
す
る
。
左
右
壁
も
上
下
二
層
と
し
、
上
層
は
各
三
龕
、
下
層
は
各
二
龕
︵
す
べ
て
坐
仏
︶
を
開
い
て
い
る
。
ま
た
、
奥
壁
︵
西
壁
︶
に
高
さ
四
・
五
～
四
・
七
メ
ー
ト
ル
の
巨
大
な
仏
立
像
と
脇
侍
菩
薩
の
三
尊
像
︵
現
状
で
は
風
化
が
進
ん
で
い
る
︶
を
彫
り
出
す
状
況
は
、
雲
岡
第
六
窟
奥
壁
を
彷
彿
さ
せ
る
。
さ
ら
に
、
中
心
柱
正
面
の
龕
楣
外
側
に
は
﹁
愛
馬
別
離
﹂、
左
︵
北
︶
壁
龕
楣
に
﹁
九
龍
灌
水
﹂
と
い
っ
た
仏
伝
図
の
浮
彫
り
が
認
め
ら
れ
る
。
い
っ
ぽ
う
、
中
心
柱
の
如
来
像
の
袈
裟
は
、
正
面
︵
東
面
︶
と
南
面
︵
図
︶
が
涼
16
州
式
偏
袒
右
肩
︵
西
方
式
︶、
西
面
と
北
面
︵
図
︶
が
双
領
下
垂
で
結
び
紐
17
を
表
す
中
国
式
で
、
新
旧
の
着
衣
形
式
が
共
存
し
て
い
る
。
脇
侍
菩
薩
像
は
天
衣
を
Ｘ
字
状
に
着
け
、
漢
式
の
大
袖
衣
を
着
る
も
の
も
あ
る
。
た
だ
し
、
造
形
的
に
は
雲
岡
に
は
ま
っ
た
く
似
て
お
ら
ず
、
体
つ
き
は
細
く
衣
文
も
平
板
で
、
龕
楣
に
は
獣
面
文
や
怪
獣
と
い
っ
た
墓
葬
の
図
像
や
、
平
行
線
の
衣
文
を
刻
む
尊
像
が
見
ら
れ
、
陝
北
の
地
方
造
像
様
式
に
近
い
。
上
記
二
件
の
隴
東
地
区
中
心
柱
窟
の
年
代
的
は
、
雲
岡
第
六
窟
で
中
国
式
服
制
が
出
現
し
た
五
世
紀
末
︵
四
九
〇
年
頃
︶
以
降
の
造
営
と
考
え
ら
れ
る
。
⑶
慶
陽
北
石
窟
寺
第
一
六
五
窟
と
涇
川
南
石
窟
寺
第
一
窟
慶
陽
北
石
窟
寺
第
一
六
五
窟
と
涇
川
南
石
窟
寺
第
一
窟
は
、
隴
東
地
区
最
大
の
石
窟
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
南
石
窟
寺
に
残
る
開
窟
時
の
石
碑
︵
図
︶
21
18
︵
現
在
は
涇
川
県
文
化
館
所
蔵
︶
は
題
額
に
﹁
南
石
窟
寺
之
碑
﹂、
そ
の
上
部
に
﹁
石
窟
寺
主
僧
斌
﹂、
碑
文
の
最
後
に
﹁
大
魏
永
平
三
年
歳
在
庚
寅
四
月
壬
寅
朔
十
四
日
乙
卯
使
持
節
都
督
涇
州
諸
軍
事
平
西
将
□
□
□
涇
□
州
刺
史
安
武
県
開
− 22−
国
男
奚
康
生
造
﹂
と
あ
り
、
北
魏
の
武
将
奚
康
生
が
永
平
三
年
︵
五
一
〇
︶
四
月
に
造
営
し
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
題
字
に
﹁
南
石
窟
寺
之
碑
﹂
と
あ
る
よ
22
う
に
、
涇
川
南
石
窟
寺
と
慶
陽
北
石
窟
寺
は
当
初
か
ら
南
北
の
位
置
関
係
で
造
営
さ
れ
た
。﹃
魏
書
﹄
世
宗
本
紀
︵
巻
八
︶
と
奚
康
生
伝
︵
巻
七
三
︶
に
よ
れ
ば
、
奚
康
生
は
鮮
卑
の
出
身
で
、
孝
文
帝
と
宣
武
帝
の
時
に
多
く
の
武
功
を
あ
げ
た
。
華
州
刺
史
で
あ
っ
た
永
平
二
年
︵
五
〇
九
︶
正
月
に
勃
発
し
た
涇
州
沙
門
劉
慧
汪
の
反
乱
を
鎮
圧
す
る
た
め
に
涇
州
刺
史
と
し
て
こ
の
地
に
や
っ
て
来
た
と
い
う
。﹃
魏
書
﹄
に
は
奚
康
生
が
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
を
殺
戮
し
た
こ
と
か
ら
仏
教
に
帰
依
す
る
よ
う
に
な
り
、
多
く
の
寺
塔
を
営
造
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
北
石
窟
寺
は
楼
底
村
石
窟
の
南
方
一
・
五
キ
ロ
、
蒲
河
と
茹
河
が
交
わ
る
場
所
に
面
し
た
紅
砂
岩
質
の
山
に
開
か
れ
、
北
魏
か
ら
唐
時
代
に
か
け
て
約
二
八
〇
窟
が
現
存
す
る
。
中
で
も
北
魏
時
代
の
第
一
六
五
窟
が
最
大
で
、
幅
二
一
・
七
メ
ー
ト
ル
、
奥
行
き
一
五
・
七
メ
ー
ト
ル
、
窟
高
一
四
メ
ー
ト
ル
の
広
大
な
方
形
窟
で
あ
る
。
い
っ
ぽ
う
南
石
窟
寺
は
甘
粛
省
涇
川
県
の
涇
河
に
面
し
、
全
四
窟
中
最
大
の
第
一
窟
は
幅
一
七
メ
ー
ト
ル
、
奥
行
き
一
四
メ
ー
ト
ル
、
窟
高
一
三
・
四
メ
ー
ト
ル
の
方
形
窟
で
あ
る
。
南
石
窟
寺
第
一
窟
は
北
石
窟
寺
第
一
六
五
窟
よ
り
ひ
と
ま
わ
り
小
さ
い
が
、
両
窟
は
窟
内
の
構
造
や
尊
像
構
成
が
酷
似
し
て
い
る
︵
図
︶。
北
石
窟
寺
第
一
六
五
窟
の
内
部
に
は
、
像
高
八
メ
ー
19
ト
ル
の
如
来
立
像
七
体
が
正
︵
東
︶
壁
に
三
体
、
左
︵
南
︶
右
︵
北
︶
壁
に
各
二
体
ず
つ
、
合
計
七
体
彫
刻
さ
れ
て
い
る
︵
図
︶。
さ
ら
に
、
前
︵
西
︶
壁
20
の
入
口
南
側
に
倚
坐
菩
薩
と
騎
象
菩
薩
、
北
側
に
交
脚
菩
薩
と
三
面
四
臂
の
阿
修
羅
像
が
彫
り
出
さ
れ
、
天
井
部
に
は
仏
伝
図
や
サ
ッ
タ
太
子
本
生
図
、
シ
ビ
王
本
生
図
な
ど
豊
富
な
仏
教
説
話
図
が
表
さ
れ
て
い
る
。
南
石
窟
寺
第
一
窟
も
像
高
六
メ
ー
ト
ル
の
如
来
立
像
七
体
と
交
脚
の
弥
勒
菩
薩
像
二
体
が
同
様
に
彫
り
出
さ
れ
︵
図
︶、
壁
面
上
部
に
は
﹁
宮
中
歓
楽
﹂
や
﹁
出
家
踰
城
﹂︵
図
21
︶
な
ど
の
仏
伝
図
が
浮
彫
り
さ
れ
て
い
る
。
22
両
窟
の
七
体
の
如
来
立
像
は
衣
を
何
枚
も
重
ね
て
結
び
紐
を
上
下
二
箇
所
に
見
せ
る
中
国
式
着
衣
で
、
北
石
窟
寺
如
来
像
︵
図
︶
の
膨
満
し
た
頭
部
や
造
23
作
の
大
き
い
面
貌
、
う
ね
り
の
強
い
衣
文
表
現
は
独
特
で
、
強
烈
な
個
性
を
発
散
し
て
い
る
。
い
っ
ぽ
う
南
石
窟
寺
の
如
来
像
は
穏
や
か
な
表
情
で
、
衣
文
線
も
浅
く
、
天
井
部
の
仏
伝
図
浮
彫
も
典
雅
な
雰
囲
気
を
漂
わ
せ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
両
窟
は
同
一
プ
ラ
ン
の
も
と
に
造
ら
れ
て
い
る
わ
り
に
は
作
風
が
異
な
っ
て
お
り
、
別
々
の
工
人
集
団
が
担
当
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
お
そ
ら
く
北
石
窟
寺
の
如
来
像
が
発
す
る
一
種
の
ド
ロ
臭
さ
に
隴
東
様
式
が
強
く
表
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
六
、
地
方
造
像
と
皇
帝
崇
拝
︱
七
帝
七
仏
造
像
︱
北
石
窟
寺
と
南
石
窟
寺
の
七
体
の
如
来
立
像
の
尊
格
に
つ
い
て
は
﹁
過
去
七
仏
﹂
と
の
説
が
大
方
を
占
め
、
倚
坐
と
交
脚
の
菩
薩
像
二
体
は
未
来
仏
の
弥
勒
菩
薩
と
解
釈
さ
れ
て
き
た
。
交
脚
菩
薩
は
北
魏
時
代
に
最
も
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
弥
勒
図
像
で
あ
り
、
倚
坐
菩
薩
は
六
世
紀
初
め
頃
か
ら
登
場
す
る
弥
勒
図
像
で
あ
る
。
弥
勒
菩
薩
が
過
去
七
仏
と
の
組
み
合
わ
せ
で
造
像
さ
れ
る
こ
と
は
珍
し
く
23な
い
。
し
か
し
、
奚
康
生
が
何
故
こ
の
地
で
過
去
七
仏
を
造
立
す
る
の
か
、
し
か
も
、
高
さ
八
メ
ー
ト
ル
も
の
大
仏
群
で
あ
る
。
筆
者
は
七
体
の
如
来
大
像
に
− 23−
つ
い
て
過
去
七
仏
説
を
否
定
す
る
つ
も
り
は
な
い
が
、
こ
こ
に
新
た
な
解
釈
を
提
起
し
て
み
た
い
。
そ
れ
は
北
魏
皇
帝
の
た
め
の
七
帝
七
仏
造
像
の
可
能
性
で
あ
る
。
仏
教
反
乱
を
征
圧
し
た
記
念
に
、
北
魏
王
室
の
威
徳
を
讃
え
る
造
像
が
行
わ
れ
た
と
考
え
て
い
る
。
太
祖
道
武
帝
の
時
代
か
ら
皇
帝
と
仏
陀
を
同
一
視
し
て
き
た
北
魏
仏
教
造
像
に
お
い
て
、
皇
帝
の
た
め
の
大
仏
造
立
と
い
う
事
業
は
決
し
て
珍
し
く
な
い
。﹃
魏
書
﹄
釈
老
志
に
は
仏
教
を
復
興
し
た
文
成
帝
の
時
に
帝
身
に
等
し
い
石
像
を
造
ら
せ
た
こ
と
や
、
平
城
の
五
級
大
寺
に
太
祖
以
下
五
帝
の
た
め
の
丈
六
釈
迦
像
を
鋳
造
し
た
こ
と
な
ど
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
平
城
郊
外
の
武
州
山
で
、
沙
門
統
曇
曜
に
よ
っ
て
五
大
仏
︵
雲
岡
石
窟
曇
曜
五
窟
。
四
六
〇
年
開
始
︶
が
造
立
さ
れ
た
こ
と
は
、
当
時
広
く
知
ら
れ
て
い
た
は
ず
で
、
こ
れ
に
倣
っ
て
地
方
に
お
い
て
も
大
仏
造
立
の
気
運
が
高
ま
っ
て
い
っ
た
と
推
定
で
き
る
。
さ
ら
に
、
太
和
一
五
年
︵
四
九
一
︶
に
孝
文
帝
が
新
太
廟
を
造
営
し
、
儒
教
に
則
っ
た
天
子
七
廟
の
制
を
定
め
た
こ
と
に
よ
り
、
北
魏
歴
代
皇
帝
と
七
廟
と
の
関
係
づ
け
、
さ
ら
に
、
仏
教
の
過
去
七
仏
思
想
へ
の
展
開
が
容
易
に
な
さ
れ
た
と
推
定
で
き
よ
う
。
例
え
ば
﹃
定
県
志
﹄
に
収
録
さ
れ
て
い
る
﹁
七
宝
瓶
銘
﹂
に
よ
れ
ば
、
七
廟
造
営
の
翌
太
和
一
六
年
︵
四
九
二
︶
に
、
定
州
︵
河
24
北
︶
の
道
人
僧
暈
が
七
帝
の
た
め
に
三
丈
八
尺
の
大
弥
勒
像
と
脇
侍
菩
薩
像
を
鋳
造
し
、
正
始
二
年
︵
五
〇
五
︶
に
完
成
し
た
と
い
う
。
ま
た
、
米
国
メ
ト
ロ
25
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
に
収
蔵
さ
れ
る
高
さ
三
・
七
メ
ー
ト
ル
の
石
造
如
来
立
像
は
、
背
面
の
銘
文
に
よ
っ
て
太
和
一
九
年
︵
四
九
五
︶
に
河
北
の
趙
氏
一
族
が
造
立
し
た
定
光
仏
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
、
背
面
に
は
弥
勒
菩
薩
交
脚
像
も
浮
き
彫
り
さ
れ
て
い
る
。
銘
文
中
に
は
﹁
皇
帝
陛
下
七
廟
之
零
﹂
云
々
の
文
言
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
も
ま
た
天
子
七
廟
の
制
に
関
連
す
る
造
像
で
あ
ろ
う
。
弥
勒
は
未
来
仏
、
定
光
仏
は
過
去
仏
で
あ
り
、
北
魏
皇
統
の
永
続
を
過
去
か
ら
未
来
へ
と
続
く
仏
統
に
関
連
づ
け
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
北
石
窟
寺
と
南
石
窟
寺
の
七
体
如
来
立
像
は
胸
前
に
結
紐
を
垂
ら
す
中
国
式
服
制
で
、
雲
岡
石
窟
第
一
六
窟
本
尊
に
代
表
さ
れ
る
中
国
式
如
来
立
像
を
意
識
し
て
造
ら
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
雲
岡
第
一
六
窟
本
尊
が
北
魏
皇
帝
︵
お
そ
ら
く
文
成
帝
︶
の
た
め
に
造
ら
れ
た
大
仏
で
あ
る
こ
と
は
当
時
も
周
知
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
形
の
如
来
立
像
を
七
体
並
べ
る
こ
と
で
北
魏
建
国
以
来
の
七
帝
を
表
現
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
雲
岡
石
窟
で
は
中
期
の
第
一
一
窟
西
壁
や
第
一
三
窟
南
壁
に
お
い
て
、
西
方
式
服
制
の
仏
龕
の
間
に
唐
突
な
状
況
で
中
国
式
服
制
の
七
仏
立
像
︵
図
︶
が
造
ら
れ
て
い
る
。
従
来
の
研
究
で
は
十
分
24
な
解
釈
が
さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
れ
ら
も
七
廟
制
定
に
関
連
す
る
七
仏
造
像
の
可
能
性
が
あ
る
。
都
の
周
辺
で
高
揚
し
て
い
た
大
仏
造
像
や
七
廟
関
連
造
像
の
気
運
が
地
方
へ
広
が
っ
た
結
果
、
地
方
に
お
い
て
も
北
魏
皇
室
の
た
め
の
大
型
石
像
の
造
立
や
七
帝
七
仏
を
意
図
し
た
造
像
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
例
え
ば
陝
西
省
北
部
の
安
塞
県
真
武
洞
石
窟
に
は
高
さ
六
・
二
メ
ー
ト
ル
の
如
来
立
像
が
残
っ
て
お
り
、
同
じ
く
陝
北
の
黄
陵
県
香
坊
石
窟
に
は
高
さ
四
メ
ー
ト
ル
の
摩
崖
大
仏
が
あ
る
。
ま
た
甘
粛
省
荘
浪
県
︵
涇
26
川
の
西
︶
の
陳
家
洞
に
は
高
さ
五
メ
ー
ト
ル
の
摩
崖
三
仏
立
像
が
残
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
中
国
式
服
制
の
巨
大
如
来
立
像
で
あ
る
。
27
辺
境
地
域
の
大
仏
造
像
に
つ
い
て
は
、
唐
時
代
以
降
の
作
例
を
中
心
に
弥
勒
仏
や
毘
盧
舎
那
仏
と
い
っ
た
尊
格
と
の
関
係
で
論
じ
ら
れ
て
き
た
が
、
北
魏
末
28
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期
に
見
ら
れ
る
﹁
中
国
式
服
制
の
大
仏
立
像
﹂
は
、
中
華
の
王
と
な
っ
た
北
魏
皇
帝
の
姿
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
近
年
、
佐
藤
智
水
氏
は
北
魏
時
代
の
地
方
造
像
に
お
け
る
大
型
石
像
に
皇
帝
崇
拝
が
関
わ
っ
て
い
る
点
を
重
視
し
、
地
方
豪
族
が
皇
帝
の
た
め
に
大
型
石
像
を
造
立
す
る
こ
と
で
皇
帝
と
の
一
体
感
を
感
得
し
、
身
分
上
昇
を
希
求
し
た
、
と
指
摘
し
て
い
る
。
隴
東
や
陝
北
に
点
在
29
す
る
中
国
式
服
制
の
大
仏
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
土
地
で
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
た
皇
帝
仏
陀
像
な
の
か
も
知
れ
な
い
。
都
か
ら
遠
く
離
れ
た
隴
東
の
地
で
、
奚
康
生
た
ち
が
高
さ
八
メ
ー
ト
ル
も
の
巨
像
を
七
体
彫
り
出
す
大
型
石
窟
を
二
所
も
、
し
か
も
わ
ず
か
一
年
余
で
造
営
し
た
、
そ
の
原
動
力
を
、
仏
教
信
仰
の
み
で
解
釈
す
べ
き
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
五
～
六
世
紀
の
隴
東
地
区
は
平
城
や
洛
陽
、
長
安
、
涼
州
な
ど
文
化
都
市
と
の
交
通
路
が
開
け
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
隴
東
地
区
の
仏
教
造
像
は
時
代
や
場
所
に
よ
っ
て
影
響
の
受
け
方
に
違
い
が
あ
る
。
五
世
紀
中
盤
ま
で
は
涼
州
造
像
の
影
響
下
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
五
世
紀
末
以
降
は
平
城
か
ら
の
雲
岡
様
式
や
隣
接
す
る
陝
北
の
石
像
様
式
と
の
つ
な
が
り
を
様
々
に
見
せ
な
が
ら
、
し
か
し
、
中
国
の
他
の
地
域
に
は
な
い
独
特
の
仏
像
を
造
り
出
し
て
い
る
。
発
願
主
の
ほ
と
ん
ど
は
無
官
の
人
び
と
で
、
彫
刻
の
担
い
手
は
お
そ
ら
く
地
元
の
石
工
で
あ
る
。
本
稿
で
は
と
り
上
げ
な
か
っ
た
が
、
寧
県
や
平
涼
、
荘
浪
な
ど
で
は
小
型
の
石
像
が
多
数
発
見
さ
れ
て
お
り
、
小
規
模
な
造
像
供
養
が
さ
か
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
と
推
察
さ
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
あ
た
り
は
漢
族
や
鮮
卑
族
だ
け
で
な
く
、
羌
族
や
氐
族
も
住
み
着
い
て
い
た
地
域
で
あ
る
。
造
像
を
生
み
出
す
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
仏
教
信
仰
や
皇
帝
崇
拝
だ
け
で
は
な
く
、
さ
ら
に
多
様
な
思
想
か
ら
生
み
出
さ
れ
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。
今
後
の
課
題
と
し
て
お
き
た
い
。
︻
付
記
︼
本
論
考
は
平
成
一
六
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
︵
奨
励
研
究
︶
研
究
課
題
﹁
中
国
隴
東
地
区
仏
教
石
窟
造
像
の
調
査
研
究
﹂
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
現
地
調
査
に
際
し
て
は
、
合
水
市
隴
東
古
石
刻
芸
術
博
物
館
の
賈
延
廉
館
長
や
慶
陽
北
石
窟
寺
文
研
所
の
宋
文
玉
所
長
を
は
じ
め
と
し
て
、
多
く
の
現
地
研
究
者
の
協
力
を
得
た
。
ま
た
、
西
安
文
物
保
護
修
復
中
心
の
張
在
明
氏
、
范
培
松
氏
、
西
北
大
学
の
王
建
新
教
授
に
も
お
世
話
に
な
っ
た
。
こ
こ
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
１
隴
東
造
像
に
関
す
る
主
な
報
告
と
研
究
を
以
下
に
挙
げ
る
。
陳
賢
儒
﹁
甘
粛
慶
陽
、
鎮
原
等
県
発
現
三
処
石
窟
﹂︵﹃
文
物
﹄
一
九
六
一
︱
三
︶
鄧
健
吾
﹁
慶
陽
寺
溝
石
窟
“
仏
洞
”
介
紹
﹂︵﹃
文
物
﹄
一
九
六
三
︱
七
︶
甘
粛
省
博
物
館
・
慶
陽
地
区
博
物
館
﹁
甘
粛
張
家
溝
門
、
保
全
寺
、
蓮
花
寺
石
窟
調
査
記
﹂︵﹃
文
物
資
料
叢
刊
﹄
一
九
八
〇
︱
三
︶
甘
粛
省
博
物
館
﹁
甘
粛
涇
川
南
石
窟
寺
調
査
報
告
﹂︵﹃
考
古
﹄
一
九
八
三
︱
一
〇
︶
甘
粛
省
博
物
館
﹁
甘
粛
涇
川
王
母
宮
石
窟
調
査
報
告
﹂︵﹃
考
古
﹄
一
九
八
四
︱
七
︶
甘
粛
省
文
物
工
作
隊
・
慶
陽
北
石
窟
文
物
保
管
所
﹃
隴
東
石
窟
﹄︵
文
物
出
版
社
一
九
八
七
︶
張
宝
璽
主
編
﹃
甘
粛
石
窟
芸
術
雕
塑
編
﹄︵
甘
粛
人
民
美
術
出
版
社
一
九
九
四
︶
張
宝
璽
編
著
﹃
甘
粛
佛
教
石
刻
造
像
﹄︵
甘
粛
人
民
美
術
出
版
社
二
〇
〇
一
︶
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曁
遠
志
・
宋
文
玉
﹁
北
朝
豳
寧
地
区
部
族
石
窟
的
分
期
與
思
考
﹂︵﹃
中
国
史
研
究
﹄
第
七
輯
中
山
大
学
二
〇
〇
五
︶
２
こ
の
国
際
会
議
は
合
水
県
の
主
催
で
、
二
〇
〇
五
年
六
月
四
日
と
五
日
の
二
日
間
開
催
さ
れ
た
。
日
本
か
ら
は
筆
者
と
萩
原
哉
氏
、
濱
田
瑞
美
氏
の
三
名
が
出
席
し
、
研
究
報
告
を
行
っ
た
。
な
お
、
報
告
内
容
は
学
会
編
集
の
論
文
集
︵
二
〇
〇
九
年
刊
行
予
定
︶
に
収
録
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
３
注
１
張
宝
璽
編
著
﹃
甘
粛
佛
教
石
刻
造
像
﹄
図
八
七
。
４
別
石
製
の
方
形
座
は
正
面
に
﹁
泰
和
伍
年
／
脩
﹂
の
文
字
を
刻
ん
で
お
り
、
金
の
泰
和
五
年
︵
一
二
〇
五
︶
に
修
補
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
一
部
に
こ
の
銘
を
北
魏
の
﹁
太
和
五
年
﹂
︵
四
八
一
︶
と
見
な
す
説
も
あ
る
が
、
文
字
の
字
形
や
書
体
か
ら
見
て
五
世
紀
の
文
字
と
は
思
え
な
い
。
５
宮
治
昭
﹃
涅
槃
と
弥
勒
の
図
像
学
﹄
︵
吉
川
弘
文
館
一
九
九
二
︶
６
五
世
紀
末
頃
開
か
れ
た
龍
門
石
窟
古
陽
洞
で
左
脚
を
外
に
組
む
交
脚
像
が
出
現
し
、
ガ
ン
ダ
ー
ラ
以
来
の
原
則
は
失
わ
れ
、
交
脚
坐
自
体
も
急
速
に
減
少
し
て
い
っ
た
。
石
松
日
奈
子
﹁
中
国
交
脚
菩
薩
像
考
﹂
︵
﹃
佛
教
藝
術
﹄
一
七
四
号
一
九
八
八
︶
７
張
洪
印
・
金
申
﹁
河
北
易
県
発
現
一
批
石
造
像
﹂
﹃
文
物
﹄
一
九
九
七
︱
七
︶
８
水
野
清
一
﹁
北
魏
石
仏
の
系
譜
﹂
図
版
三
四
︵
﹃
佛
教
藝
術
﹄
二
一
号
一
九
五
四
︶
松
原
三
郎
﹃
中
国
仏
教
彫
刻
史
論
﹄
︵
吉
川
弘
文
館
一
九
九
五
︶
九
九
ａ
。
９
石
松
日
奈
子
﹁
中
国
仏
教
造
像
の
供
養
者
像
﹂
︵
﹃
美
術
史
﹄
一
六
〇
号
二
〇
〇
六
︶
参
照
。
水
野
清
一
と
松
原
三
郎
は
﹁
慶
﹂
の
次
の
字
を
﹁
彭
﹂
と
読
ん
で
い
る
。
10
荘
浪
県
水
楽
城
徐
家
碾
出
土
の
卜
氏
造
像
塔
︵
甘
粛
省
博
物
館
蔵
︶、
や
平
涼
禅
仏
寺
11
出
土
の
造
像
碑
な
ど
。
注
１
甘
粛
省
博
物
館
・
慶
陽
地
区
博
物
館
﹁
甘
粛
張
家
溝
門
、
保
全
寺
、
蓮
花
寺
石
12
窟
調
査
記
﹂、
甘
粛
省
文
物
工
作
隊
・
慶
陽
北
石
窟
文
物
保
管
所
﹃
隴
東
石
窟
﹄、
張
宝
璽
主
編
﹃
甘
粛
石
窟
芸
術
雕
塑
編
﹄
一
九
九
五
年
四
月
一
五
日
に
博
物
館
へ
移
し
た
。
13
如
来
像
の
着
衣
に
つ
い
て
は
以
下
の
文
献
を
参
照
さ
れ
た
い
。
14
石
松
日
奈
子
・
岡
田
健
﹁
中
国
南
北
朝
時
代
如
来
像
着
衣
の
研
究
﹂︵﹃
美
術
研
究
﹄
三
五
六
・
三
五
七
号
東
京
国
立
文
化
財
研
究
所
一
九
九
三
︶
岩
井
共
二
﹁
中
国
南
北
朝
時
代
に
お
け
る
如
来
像
の
中
国
式
服
制
出
現
に
関
す
る
試
論
︱
三
教
交
渉
を
軸
と
し
て
︱
﹂︵﹃
汎
ア
ジ
ア
の
仏
教
美
術
﹄
中
央
公
論
美
術
出
版
二
〇
〇
七
︶
甘
粛
省
寧
県
博
物
館
﹁
甘
粛
寧
県
出
土
北
朝
石
造
像
﹂︵﹃
文
物
﹄
二
〇
〇
五
︱
一
︶
15
図
七
、
背
屏
式
三
尊
像
。
注
１
甘
粛
省
文
物
工
作
隊
・
慶
陽
北
石
窟
文
物
保
管
所
﹃
隴
東
石
窟
﹄
16
松
原
三
郎
﹁
北
魏
の
鄜
県
様
式
石
彫
に
つ
い
て
﹂︵﹃
國
華
﹄
七
五
三
号
一
九
五
四
︶
17
齋
藤
龍
一
﹁
中
国
南
北
朝
時
代
の
﹁
鄜
県
様
式
﹂
仏
教
道
教
造
像
に
関
す
る
再
検
討
﹂
︵﹃
中
国
美
術
の
図
像
学
﹄
所
収
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
二
〇
〇
六
︶
石
松
日
奈
子
﹁
中
国
古
代
石
彫
論
︱
石
獣
と
石
人
と
石
仏
︱
﹂︵﹃
國
華
﹄
一
三
五
二
号
二
〇
〇
八
︶
注
１
甘
粛
省
博
物
館
﹁
甘
粛
涇
川
王
母
宮
石
窟
調
査
報
告
﹂、
甘
粛
省
文
物
工
作
隊
・
18
慶
陽
北
石
窟
文
物
保
管
所
﹃
隴
東
石
窟
﹄
石
松
日
奈
子
﹁
雲
岡
中
期
石
窟
新
論
︱
沙
門
統
曇
曜
の
失
脚
と
胡
服
供
養
者
像
の
19
出
現
︱
﹂︵﹃
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ
﹄
五
八
七
号
東
京
国
立
博
物
館
二
〇
〇
三
︶
石
松
日
奈
子
﹃
北
魏
仏
教
造
像
史
の
研
究
﹄︵
ブ
リ
ュ
ッ
ケ
二
〇
〇
五
︶
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注
１
鄧
健
吾
﹁
慶
陽
寺
溝
石
窟
“
佛
洞
”
介
紹
﹂
、
甘
粛
省
文
物
工
作
隊
・
慶
陽
北
石
20
窟
文
物
保
管
所
﹃
慶
陽
北
石
窟
寺
﹄
、
甘
粛
省
文
物
工
作
隊
・
慶
陽
北
石
窟
文
物
保
管
所
﹃
隴
東
石
窟
﹄
注
１
鄧
健
吾
﹁
慶
陽
寺
溝
石
窟
“
佛
洞
”
介
紹
﹂
、
甘
粛
省
文
物
工
作
隊
・
慶
陽
北
石
21
窟
文
物
保
管
所
﹃
隴
東
石
窟
﹄
、
張
宝
璽
主
編
﹃
甘
粛
石
窟
芸
術
雕
塑
編
﹄、
甘
粛
省
博
物
館
﹁
甘
粛
涇
川
南
石
窟
調
査
報
告
﹂
北
石
窟
寺
に
関
し
て
は
、
宋
代
以
降
の
碑
文
に
﹁
涇
州
節
度
使
奚
侯
﹂︵
奚
康
生
︶
が
22
永
平
二
年
︵
五
〇
九
︶
に
石
窟
寺
を
開
い
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
注
１
﹃
慶
陽
北
石
窟
寺
﹄
所
収
﹁
関
于
北
石
窟
寺
的
名
称
、
創
建
与
分
期
﹂
参
照
。
石
松
日
奈
子
﹁
弥
勒
像
坐
勢
研
究
︱
施
無
畏
印
・
倚
坐
の
菩
薩
像
を
中
心
に
︱
﹂
23
︵
﹃
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ
﹄
五
〇
二
一
九
九
三
︶
﹃
北
京
図
書
館
蔵
中
国
歴
代
石
刻
拓
本
匯
編
﹄
︵
中
州
古
藉
出
版
社
一
九
八
九
︶
第
24
三
冊
収
録
の
﹁
僧
暈
造
像
記
﹂
定
州
七
帝
寺
に
関
し
て
は
以
下
の
研
究
が
あ
る
。
25
佐
藤
智
水
﹃
北
魏
仏
教
史
論
考
﹄
︵
岡
山
大
学
文
学
部
研
究
叢
書
一
五
一
九
九
八
︶
第
一
六
五
頁
。
馮
賀
軍
﹁
︽
重
修
七
帝
寺
碑
記
︾
釈
解
﹂
︵
﹃
故
宮
博
物
院
院
刊
﹄
二
〇
〇
二
︱
二
︶
李
淞
﹃
陝
西
古
代
佛
教
美
術
﹄
︵
陝
西
人
民
出
版
社
二
〇
〇
〇
︶
26
劉
玉
林
﹁
荘
浪
龍
眼
山
摩
崖
造
像
﹂
︵
﹃
考
古
与
文
物
﹄
一
九
八
七
︱
六
︶
27
松
原
三
郎
﹁
大
仏
の
道
﹂
︵
﹃
実
践
女
子
大
学
美
学
美
術
史
学
﹄
創
刊
号
一
九
八
六
︶
28
宮
治
昭
﹁
巨
大
仏
の
源
流
︱
弥
勒
と
毘
盧
舎
那
﹂
︵
﹃
日
本
美
術
全
集
第
四
巻
東
大
寺
と
平
城
京
﹄
所
収
講
談
社
一
九
九
〇
︶
佐
藤
智
水
﹁
五
世
紀
末
の
大
型
石
仏
造
像
銘
三
例
﹂
︵
﹃
４
～
６
世
紀
に
お
け
る
華
北
29
石
刻
史
料
の
調
査
・
研
究
﹄
平
成
一
三
～
平
成
一
六
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究

⑴
研
究
成
果
報
告
書
二
〇
〇
五
︶
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